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はやぶさ 第７８号 ２０１4年０４月２５日(金） 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

発行責任者： 一般社団法人 経営特訓士協会（略称：ＫＴＧＡ） 

       理事長 平本 靖夫 

       （Captain 平本：（株）I&C・HosBiz センター） 

編集責任者： 理事 石川 昌平 

 

はやぶさのバックナンバーＵＲＬ：http://keiei-tokkunshi.jp/maga.php 

 

一般社団法人 経営特訓士協会 

 

URL http://keiei-tokkunshi.jp/?mail 

 

アドレス：happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

メルマガ「はやぶさ」 第７８回目の発信です、９回シリーズの第８回です。 

  

著者：（株）I&C・HosBiz センター 

                Captain 平本 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

タイトル：生涯現役を貫くために  

人生に五計あり・２版・・生計･身計･家計･老計･死計とは．．．．． 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 本題 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

第８回 人生は「一期一会」貴人の出会い 

 

◆心かよい合う者同士は、この世で出会う前からそれらの人々を知っており、同朋と 

感じているのであります。皆さんもそうした経験をお持ちではありませんか？ 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/maga.php
http://keiei-tokkunshi.jp/?mail
mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
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人の関係は、善悪ではなく好き嫌いで強弱がつくことが多いのが現実ですね。 

組織の求心力や強さも同じと観じています。 

今は一人であるが、どこかに同朋がばらまかれていて、その時が来れば必然的に出会う 

のであると潜在的に魂は感じているのです。 

 

貴人とはそうした同朋であり、自分を導いてくれるメンターであり、この時代における 

チームメイトでもある方です。こうした方に出会うのが、人生の楽しみであり、宝物で 

あります。 

使命をもって、事をやり遂げる人には、貴人が必ず現れるのです。 

「時の氏神が来るよ！」とも云われています。 

そうした目で、家族や社員を見ると、感謝と愛しさが湧いてくるのです。 

 

◆６巡目の７２歳になって、強く感じるようになったことのひとつに、それぞれの人の 

個性を、ありのままに認められるようになったことです。 

 

善悪二元論は間違いであり、個性をもって生きることがグランドデザインであることに 

気が付いたからです。自分との違いを排除するのではなく、あらゆるモノの存在を許容 

して支え合い助け合って共存することを、「良し」としておられるからです。 

 

そうした視点で自分を見てみると、自分の欠点・くせ・迷惑をかけているであろう数々 

の習慣や行動に対して、直そう直そうと気にしながら、変わらない性格がしっかりと 

在って、「あゝ、これが自分なのだ」と思うようになり、あるがままにワクワクして 

生きようと思っております。 

 

◆私の性格を自己分析しますと、「愚かしいまでの善意」と「おせっかい」が特徴です。 

 

自分の内なる良心（直霊）がつぶやいた時、もうそれ以外のことは無価値となって、 

夢中に時には全身全霊をかけて取り組みます。 

また、貧乏くじを引くと分かっていても、困っている人を跨いでは通過できないのです。 

そして楽観的に考えて、それはどこかでバランスするのだと受け止めています。 

 

次回は、エピローグ：小野田さんの著書「生きる」の生き方と横井さんの生き方、 

更に、袴田さんの人生について想うところを述べます。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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◆DVD「経営特くんゲームのすすめ方」と小冊子「経営のゴールド免許の取り方」を 

プレゼントします。下記よりお申し込みください。 

 

アドレス：happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

＊＊＊＊＊＊   お知らせ   ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

◆事務所移転のお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 ５月１日（木）より JR山手線/東京メトロ南北線 駒込駅近くに移転いたします。 

 詳しくは、４月２６日以降のＨＰを参照ください。 

 

◆5 時間コース(トライアルゲーム)◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

「初回体験受講」の場合はテキスト代 1,000 円） 

特典として （１）小冊子「経営のゴールド免許の取り方」を差し上げます。 

 

＊毎回、熱心な皆さんが参加されています。繰り返し参加される事によって、経営力が 

パワーアップされています。 

トライアルゲームを一度経験された方の再受講も歓迎します。 

再受講の費用は別途お問い合わせください。 

二度、三度と経験を積まれることをおすすめします。 

 

１）５月２４日（土）  13：30～18：30 駒込駅近・経営特訓道場 

 

ご案内は以下に掲載しています。 

 

 http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_47.pdf 

 

２）６月１４日（土）  13：30～18：30 駒込駅近・経営特訓道場 

 

ご案内は以下に掲載しています。 

 

mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_47.pdf
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http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_48.pdf 

  

◆経営特訓士資格認定講座◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

＊第８回の認定講座は、 

 

６月２１日（土）、２２日（日） 10：30～18：30 駒込駅近・経営特訓道場 

 

詳細なご案内は、後日ＨＰに掲載します。 

 

1 日コースとの組み合わせで、２日間の履修とすることもできますので、ご相談ください。 

 

◆インストラクター資格認定講座◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

  

＊第５回の認定講座は、 

 

５月１０日（土） 10：30～18：30 駒込駅近・経営特訓道場 

 

ご案内は以下に掲載しています。 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_2_44.pdf 

 

認定インストラクターは、現在１９名です。 

イラスト付きで、以下のＵＲＬに掲載しております。 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/staff.php 

 

注）「経営特くんゲーム」の概要は、下記のＨＰを参照ください。 

 

  http://keiei-tokkunshi.jp/?mail 

 

■経営者、後継者、経営幹部向け夜間研修コース■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_48.pdf
http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_2_44.pdf
http://keiei-tokkunshi.jp/staff.php
http://keiei-tokkunshi.jp/?mail


 5 / 7 

 

経営資源パワーアップ講座として、平日夜間の２時間セミナー開催を企画しました。 

 三現（現場、現物、現実）主義にもとづく実戦講座です。 

 

第７回 経営資源パワーアップ講座 ２０１４年０６月１1日（木） 17：30～19：30 

 

テーマ：ものづくりプロセス革新のススメ 

           ～製造業はこうやって躍進する～ 

 

     ＊講師は、（株）産業革新研究所の代表取締役であり、技術士でもある 

熊坂 治氏 です。 

          同氏は「ものづくり 革新ナビ」というサイトの主催者です 

          詳細は、以下のＨＰを参照ください。 

    

   http://www.monodukuri.com/information/detail/27 

 

会場：北区 北とぴあ   （ＪＲ王子駅～徒歩 2 分、 東京メトロ南北線 王子駅直結） 

 

 ご案内は以下に掲載しています。 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_2_45.pdf 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

編集後記 

 

はやぶさのバックナンバーＵＲＬ：http://keiei-tokkunshi.jp/maga.php 

 

「はやぶさ」の第７８号を発行しました。 

本号の編集後記は編集責任者の石川が書きました。 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

http://www.monodukuri.com/information/detail/27
http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_2_45.pdf
http://keiei-tokkunshi.jp/maga.php
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・（株）産業革新研究所（熊坂社長）主催の「ものづくり革新ナビ 2周年記念講演・交流会」 

 が４／１８（金）１８時３０分から開催され、参加してきました。 

 基調講演が山梨学院大学 東秀忠准教授の「ものづくりとしての農業：農業を見ること 

で製造業の将来を考える」があり、同じ場所で引き続き、立食式の懇親会がありました。 

 

東秀忠准教授はトンプソンの「テクニカル・コア」と「バウンダリ・スパナ」という 

概念を使って製造業と農業の共通性と違いと、今後の方向性を解説された。 

「テクニカル・コア」とは、組織体がその目的を達成するために必要不可欠な技術手段 

のことで、製造業、農業のどちらも「生産活動」に該当する。対象物が製品か農産物か 

異なるだけである。ただし、農業の方が環境の影響を受けやすいので、不確実性が高い 

と言える。（例：天候、土壌、水分等） 

 「バウンダリ・スパナ」とは、「テクニカル・コア」を環境に影響される不確実性から 

 保護しようとすることで、「テクニカル・コア」が必要とするインプット(資源)の確保と 

 アウトプットである製品または農産物の販売先確保がその任務になる。 

 

・以上の内容：お分かりいただけたでしょうか？ 従来は専ら製造業の手法を農業に当て 

はめようということで、色々なことが試みられてきました。 

これに対して、東秀忠准教授は、製造業と農業の相対化を目指しています。 

そして、「テクニカル・コア」の強化には製造業の知見（例：生産の平準化、品質の 

バラツキ低減）を、製造業の「バウンダリ・スパナ」を強化するには農業の知見（複数 

の異なる品質基準の取引先確保、品質基準の低い取引先確保）の援用の可能性に言及し、 

製造業、農業の両方からの知的交流が相互学習を進展させるであろうと結論づけて 

います。 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

読者の皆様から、ご要望や率直なご意見をいただきますと、発信する勇気と力が 

湧いてきますので、皆様からのメールを心待ちしております。よろしくお願いします。 

 

アドレス：happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

一般社団法人 経営特訓士協会（略称：ＫＴＧＡ） 

mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
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   URL http://keiei-tokkunshi.jp/?mail 

    

アドレス：happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

配信解除ＵＲＬ：配信停止をご希望の際は、以下のアドレスをクリックしてください。 

 http://asu12.com/d.php?t=test&m=stone_river@hosbiz.net 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/?mail
mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
http://asu12.com/d.php?t=test&m=stone_river@hosbiz.net

